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今後の進め方について 

 

 

◇次期出水期までに見直しが必要となる事項 

 

・行動項目（何を）、関係機関（誰が）の修正内容を確認する。 （今回で確認） 

 

・各タイムラインレベルとトリガー条件（いつ）について、内水はん濫を含めた 

 ハザードを改めて共有した上で、見直す。 （次回以降で確認） 

 

・以上の見直しを踏まえて、多治見市浸水事前防災行動計画を改訂。 

 

 

◇次年度の進め方 

 

 第１０回検討会（６月） タイムラインの見直しと改訂 

             レベルとトリガーの見直し 

  

 第１１回検討会（７月） タイムラインを活用した 机上訓練 

 

             ↓ 台風時期中のタイムラインの試行 

 

 第１２回検討会（１２月） タイムライン試行の振り返り 

              タイムラインの見直し 

               ※必要に応じて改訂 


